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授業の目標と期待される効果： 
地震発生のメカニズムを理解し、地震を動的

に捉える。1 質点系の振動問題を解き、地震応

答を把握する。塑性解析を行うことにより建物

の保有水平耐力を算出する。また、外力分布が

保有水平耐力に与える影響を把握する。耐震設

計の目的と考え方を理解し、耐震計算ルートに

沿った 1 次設計および 2 次設計における演習問

題を解くことで建物の安全性についての感覚

を習得する。 
そこで、以下の目標を掲げる。 

①地震発生メカニズムが理解できる。 
②構造計算における荷重が理解できる。 
③１質点系の振動応答解析が理解できる。 
④保有水平耐力と必要保有水平耐力が理解

できる。 
⑤耐震設計が理解できる。 

成績評価の方法： 
中間試験：100 点、期末試験：100 点、課題：20 点×3 

の 260 点満点とし、総得点率（％）によって成績評価を行なう。 
達成度評価の基準： 
試験は、授業中の演習問題と同等レベルの問題を作成して行う。

一級建築士問題と同程度の問題を上記試験で出題し、下記の水準ま
でに達し、総合して 6 割以上の正解率に達していること。 

 
①地震発生メカニズムが理解できる。 
②構造計算における荷重が理解できる。 
③１質点系の振動応答解析が理解できる。 
④保有水平耐力が算出できる。 
⑤耐震設計が理解できる。 

授業の進め方とアドバイス：授業では、プリントを配布し、板書にて解説および説明を行う。建築物の安全性を理解
する上で、構造物に作用する外力について理解をする。授業中に行う演習は、一級建築士に出題される同程度の問題
を解く。また、課題は、試験問題として出題することがある。 

教科書および参考書：プリントを配布する。 

授業の概要と予定：後期  教室外学修 

第 １回：地震発生のメカニズム １（P波、S波） 
地震発生に関する演習 

第 ２回：地震発生のメカニズム ２（地盤の物理特性と地震波） 

第 ３回：バネ定数 
構造物のモデル化に関する演習 

第 ４回：建築物のモデル化 

第 ５回：平屋建築物の自由振動 １（固有周期） 

自由振動に関する演習 第 ６回：平屋建築物の自由振動 ２（運動方程式と解） 

第 ７回：平屋建築物の自由振動 ３ 

第 ８回：構造物の振動 第１－７回に関する演習 

第 ９回：構造物の振動と応答（応答スペクトル、減衰） 振動と応答性状に関する演習 

第１０回：多質点系の振動 １（Stodola 法） 

多質点系の振動に関する演習 第１１回：多質点系の振動 ２（振動モード） 

第１２回：多質点系の振動 ３（固有値の収束計算） 

第１３回：地震リスク １ 

地震リスクに関する演習 第１４回：地震リスク ２ 

第１５回：地震リスク ３ 

期末試験 － 

第１６回：フォローアップ（期末試験の解答の解説など） － 

 


